
感染拡大前に比べ、感染拡大前に比べ、

社会とのつながりの社会とのつながりの
重要性を、より意識重要性を、より意識
するようになった人の割合するようになった人の割合

39.339.3％％
内閣府「新型コロナウイルス感染症の影響下における
生活意識・行動の変化に関する調査」令和 2年 6月
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外
出
自
粛
時
、
次
々
に
イ
ベ
ン
ト

や
集
ま
り
が
中
止
に
…

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
身
体
的
な
距
離
を

と
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
地
域
の
交
流
が
困
難
に
―
。
改
め
て
、
人
と
人

と
の
「
つ
な
が
り
」
を
意
識
し
た
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

か
つ
て
な
い
経
験
を
共
有
し
て
い
る
私
た
ち
。
一
歩
ず
つ
「
日
常
」
を

取
り
戻
そ
う
と
し
て
い
る
今
、「
つ
な
が
る
」こ
と
の
大
切
さ
を
考
え
ま
す
。

　　　

今
年
３
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
小
・
中
学
校
が

臨
時
休
業
。
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
や

密
閉
・
密
集
・
密
接
の
回
避
な
ど
、
人

と
人
と
の
身
体
的
接
触
を
極
力
減
ら
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
、
次
々
に
イ
ベ
ン
ト

や
集
ま
り
が
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

鴻
之
台
・
希
央
台
地
域
の
子
育
て
サ

ロ
ン
「
き
ら
き
ら
ひ
ろ
ば
」
で
も
、
３

月
以
降
開
催
を
中
止
。「
準
備
し
て
は

中
止
に
な
る
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
の
こ
と
が
気
が
か
り
な

日
々
で
し
た
」
と
話
す
の
は
、
運
営
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
久
保
田
繁
美
さ
ん
。「
サ

ロ
ン
が
開
か
れ
ず
、
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
も
少
し
気
落
ち
し
て
い
る

様
子
で
し
た
」
と
、
ま
ち
の
保
健
室
の

三み
つ
な
が永
拡
子
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。　

　

そ
ん
な
中
、
サ
ロ
ン
の
た
め
に
準
備

し
て
い
た
ひ
な
ま
つ
り
の
あ
ら
れ
、
実

に
60
人
分
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
新
た

な
課
題
が
浮
上
。
人
を
集
め
て
配
る
こ

と
が
難
し
い
た
め
、鴻
之
台
の
通
称「
か

ぼ
ち
ゃ
公
園
」
を
訪
れ
る
親
子
に
声
を

か
け
、
あ
ら
れ
を
配
る
こ
と
に
―
。
そ

れ
は
、
４
月
中
旬
の
出
来
事
で
し
た
。

　

久
保
田
さ
ん
は
、「
た
く
さ
ん
の
親

子
に
喜
ん
で
も
ら
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
と
も
一
緒
に
活
動
で
き

て
、
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
。
日
頃
の

サ
ロ
ン
活
動
で
も
、
私
自
身
が
元
気
を

も
ら
っ
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
ね
」
と
話

し
ま
す
。
サ
ロ
ン
参
加
者
の
佐
々
木
典

恵
さ
ん
は
、「
マ
マ
友
か
ら
連
絡
が
あ

り
、
す
ぐ
に
公
園
に
向
か
い
ま
し
た
。

毎
日
、
子
ど
も
と
家
に
い
て
ス
ト
レ
ス

が
た
ま
っ
て
い
ま
し
た
し
、
普
段
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
皆
さ
ん
の
顔

を
見
る
こ
と
が
で
き
て
安
心
し
ま
し

た
」
と
思
い
返
し
ま
す
。「
あ
ら
れ
を

配
る
こ
と
を
通
し
て
、
み
ん
な
が
つ
な

が
っ
て
笑
顔
に
な
れ
た
ん
で
す
。
あ
の

頃
は
、
孤
立
感
が
強
く
、
人
と
の
つ
な

が
り
が
よ
り
求
め
ら
れ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
」
と
三
永
さ
ん
。
そ
の
後
、
感

染
防
止
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
、
６
月

に
サ
ロ
ン
が
再
開
。
地
域
の
さ
ま
ざ
ま

な
人
が
つ
な
が
る
場
と
し
て
、
引
き
続

き
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

6 月に再開された鴻之台・希央台地域の子育てサロン。地域の人がつながり、支え合う場として重要な役割を
担っている。左がまちの保健室の三永さん、中央が参加者の佐々木さん、右が運営ボランティアの久保田さん

「まちの保健室」って？  介護や子育てなどの不安や悩みを気軽に相談できる窓口で、市内15地域に設置。看護師や社会福祉士など
　の専門職を配置し、地域の皆さんとともに健康教室やサロンも実施しています。　  地域包括支援センター　  63‐7833

人
と
人
と
の「
つ
な
が
り
」を

再
認
識
す
る
と
き

7… 施設ご利用ガイド（11月）　8…11月の相談、観阿弥祭

1～6… 特 集 コロナを超えて、つながるまちへ。

市ＨＰ

を人

社会福祉士など
63‐7833

が
んば

ろう !つながろう
!wE
LOVE
なばり

コ
ロ
ナ
を
超
え
て
、

コ
ロ
ナ
を
超
え
て
、

つ
な
が
る
ま
ち
へ
。

つ
な
が
る
ま
ち
へ
。

　

今
年
２
〜
３
月
に
、
市
が
実
施
し
た

市
民
意
識
調
査
で
、「
隣
近
所
と
の
付
き

合
い
や
交
流
が
あ
る
」
と
し
た
市
民
の

割
合
は
64
・
３
％
と
、
前
年
比
６・
２

ポ
イ
ン
ト
の
減
。
平
成
17
年
の
調
査
以

来
、
最
も
低
い
値
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
６
月
に
実
施
さ
れ
た
国
の
調

査
で
は
、
４
割
も
の
人
が
「
社
会
と
の

つ
な
が
り
の
重
要
性
を
、
よ
り
意
識
す

る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
し
て
い
ま
す
。

外
出
自
粛
に
よ
り
人
と
の
交
流
が
難
し

く
な
っ
た
こ
と
で
、「
つ
な
が
る
」
こ

と
の
大
切
さ
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

「子育てサロン」にみるつながりの輪

２
ペ
ー
ジ
以
降
へ
続
く

参
加
者

見守り

地域とのつながり

支
援
者

お互
いさまの

訪問者訪問者民生委員・民生委員・
児童委員

専門機関専門機関

児児

まちのまちの
保健室保健室

地域づくり　地域づくり　
　　  組織　　　  組織　

ボランティアボランティア

　　
　
　
　

  関係づくりり

参加者参加者
    兼 ボランティア兼 ボランティア

子育てサロンは、「支援者が参加者を見守る」だけでな
く、参加者同士で悩みを話し合ったり、支援者同士で情
報交換したりと、地域の人がつながり、お互いが元気に
なれる場。時には、近所の高齢者が子どもと触れ合った
り、参加者が運営に加わったりすることも。特に心配な
参加者がいれば、専門機関につないでいます。

参加者参加者

参加者

特
集

市
Ｈ
Ｐ
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瞬ま

た

た

く
間
の
感
染
拡
大
。
大
。

そ
の
時
、私
は
動
い
た
い
た
――

　

今
年
に
入
り
、
瞬
く
間
に
感
染
が
拡
大
。
暮

ら
し
が
一
変
し
、
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る

不
安
も
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、

「
い
ま
、自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
」
と
考
え
、

行
動
に
移
し
た
人
た
ち
が
い
ま
す
。

　民生委員・児童委員には、ひとり
暮らし高齢者や障害者など、普段か
ら見守っている人がいます。外出自

粛の中でも、「このつながりを途絶えさせてはならな
い」と、詐欺防止のチラシを配ったり、定額給付金
の申請を支援したりしながら、継続して見守り対象
のお宅を訪問。まちの保健室などとも連携して、皆
さんの状況を確認していました。全市的な詳しい状
況把握はこれからですが、私の地区では、顔を見る
なり、せきを切ったようにたくさん話をしてくれる
人もいました。一人ひとりに寄り添った支援は、普
段からの関係づくりによって成り立っています。
　私は、地域のさまざまな活動にも関わっています。
「大変やな」と言われますが、地域全体での見守り活
動が大切ですし、何より、「人のために」と思って動
いていると、自分の年齢も忘れちゃうんですよ。
　赤目地域で移動や家事などの支援を行う「あんし
んねっと赤目」には、地区の民生委員・児童委員 10
人を含め、25 人が協力員として活動しています。3
月に休止したところ、「病院や買い物に行けなくなり
困った」という声が続々と寄せられました。そこで、
利用人数を制限して 4月に再開。すごく喜ばれまし
た。私たち自身も「こんなにも必要とされていたの
か」と感じ、「もっと頑張らなあかん」と思ったも
のです。「ありがとう」の言葉がみんなの気持ちを
つなげてくれているのかもしれませんね。

名
張
市
民
生
委
員
児
童
委
員

名
張
市
民
生
委
員
児
童
委
員

　

協
議
会
連
合
会

　

協
議
会
連
合
会  

会
長
会
長

　私たちが運営する「なばりこども
食堂」は、平成 28 年、やなせ宿を
拠点にスタート。いつも一人でご飯

を食べている子、スナック菓子で食事を済ませる子、
経済的な理由から満足に食べられない親子…。名張
でもこのような子どもたちが大勢います。こども食
堂で食事をする時間を通して、子どもたちや保護者
がちょっとだけ楽になれる、悩みを相談できる、そ
んな居場所を目指して活動しています。　
　しかし、コロナ禍で「集まって食べる」ことが難
しくなり、3月から 7月までは休止することに。こ
うした中、実施したのが食料品無料配布会でした。
寄附いただいたレトルト食品や缶詰、菓子類などを
詰め合わせて、ひとり親家庭など生活に困っている
親子に配布。5月に 2回、8・9月に 1回ずつ実施し、
毎回 20世帯ほどに利用いただいています。
　「コロナ禍で困っている人のために」と、初めて寄
附をされる人や、「こども食堂応援マーケット」を開
き、その売上げを寄附いただいたり、特別定額給付
金を寄附いただいたりもしました。また、市内飲食店
のテイクアウト情報をまとめたチラシを、デザイン会
社に無料で作成いただき、利用者に配ることができ
ました。こうした支援のつながりに感謝しています。
　こども食堂は、農家や企業をはじめ皆さんからの
支援で成り立っています。活動を継続していくため
に、今後もご支援いただけたらありがたいですね。

み
ん
な
の
居
場
所
「
こ
ど
も
の
隣
」

み
ん
な
の
居
場
所
「
こ
ど
も
の
隣
」

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト  

代
表
代
表　　

水水み
ず
ぐ
ち

み
ず
ぐ
ち口口  

薫薫
さ
ん
さ
ん

　市民センターが 3月に臨時休館に
なり、地域の活動やセンターの行事
も中止。「こんな時こそ何かできる
ことはないかな」と考えていました。ちょうどその頃、
いただいた手作りマスクがヒントになって「地域の
みんなでマスクを作って、手に入らなくて困ってい
る人に届けよう」と思いたったのです。
　マスク作りは、市民センターやまちの保健室の職
員のほか、縫製が得意そうな地域の人にも協力を仰
ぎ、10人もの女性が快く引き受けてくれました。当
時は材料も品薄でしたが、「地域のために」という思
いを聞いて、なんとか入手しようとしてくれる事業
者もいました。「地域は違うが、手伝いたい」という
サークル活動のメンバーや、独自に手作りしたマス
クをセンターに持参いただいた人もいました。こう
して、仕上がったマスクは実に400枚。4月下旬以降、
民生委員・児童委員さんの協力で、ひとり暮らしの
高齢者などに届けたり、「大切に使ってください」と
書いた手紙を添えて小学生に渡したりしました。あ
る高齢者からは、「私は地域に生かされています。あ
りがとう」といったお礼の手紙も頂戴しました。
　得意の趣味や経験などを生かして地域や学校のた
めにお手伝いする人が増えていくと、もっと暮らし
やすいまちになるはず。今後は、マスクづくりで芽
生えた人のつながりを広げて、地域で助け合える仕
組みづくりに取り組んでいきたいですね。

箕
曲
市
民
セ
ン
タ
ー

箕
曲
市
民
セ
ン
タ
ー

　

福
田

　

福
田  

明
日
子

明
日
子
さ
ん
さ
ん

　全国一斉に小学校が臨時休業に
なるとの情報が２月末に入りまし
た。それに合わせていつでも放課
後児童クラブを開所できるよう、すぐに、スタッ
フのシフトを組むなど準備を始めました。
　これまで、台風などの緊急時にクラブを急きょ
開設することもあり、「医療従事者などフルタイム
勤務の保護者が多く、休暇を取得しにくい」といっ
た事情を、みんなで共有していました。そのため、
比較的スムーズに、午前中からのクラブ開所に対
応できたのだと思います。
　子どもたちが密集しないよう利用者数を制限し
た際、保護者には、休暇を取得できたり、祖父母
に預けられたりする場合は利用を控えていただく
よう依頼。「より困っている人を優先しよう」と、
快く引き受けていただきました。地域の人や保護
者から、マスクや消毒液なども寄贈いただき、本
当に助かっています。
　実は、百合が丘地区では、学習支援ボランティ
アの「ほめほめ隊」など、普段から地域の皆さん
が子どもを地域の宝として大切に見守り支援する
活動が行われていて、多くの地域の人やボラン
ティアがクラブに携わっていただいています。こ
うした普段からのつながりや協力があったからこ
そ、困難な状況においても継続してクラブを運営
できているのだと感謝しています。

百
合
が
丘
小
学
校

百
合
が
丘
小
学
校

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　　

右右み
ぎ
ま
つ

み
ぎ
ま
つ松松  

明
子
明
子  

さ
ん
さ
ん

が
んば

ろう !つながろう
!wE

LOVE
なばり

コ
ロ
ナ
を
超
え
て
、
つ
な
が
る
ま
ち
へ
。

６
日　
「
中
国
で
原
因
不
明
の
肺
炎
発

生
」と
厚
生
労
働
省
が
注
意
喚
起

15
日　

国
内
初
の
感
染
者
を
確
認

28
日　

厚
生
労
働
省
対
策
推
進
本
部
を

立
ち
上
げ

30
日　

県
内
初
の
感
染
者

25
日　

市
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
基

準
を
策
定
（
不
特
定
多
数
の
人

が
参
加
の
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
・

延
期
を
決
定
）

27
日　

首
相
が
全
国
の
小
・
中
学
校
、

高
校
、
特
別
支
援
学
校
に
臨
時

休
業
を
要
請

28
日　

市
体
育
施
設
（
屋
内
）
の
受
付
・

利
用
中
止

29
日　

市
文
化
施
設
な
ど
を
臨
時
休
館

２
日　

市
内
小
・
中
学
校
を
臨
時
休
業

10
日　

伊
賀
保
健
所
管
内
で
感
染
者

11
日　

市
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
本
部
設
置

12
日　

市
公
共
施
設
を
臨
時
休
館

24
日　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
延
期
を
決
定

26
日　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

特
別
措
置
法
に
基
づ
く
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本

部
を
設
置

　
　
　

１
日　

市
公
共
施
設
を
開
館

６
日　

市
内
小
・
中
学
校
新
学
期
開
始

７
日　

７
都
府
県
に
緊
急
事
態
宣
言

　
　
　

政
府
が
１
０
８
兆
円
規
模
の
経

済
対
策
を
実
施
す
る
と
表
明

10
日　

県
が
感
染
拡
大
阻
止
緊
急
宣
言

16
日　

緊
急
事
態
宣
言
全
国
に
拡
大

18
日　

国
内
の
感
染
者
、
累
計
１
万
人
を

超
え
る
（
横
浜
港
の
ク
ル
ー
ズ
船
除
く
）

20
日　

市
内
小
・
中
学
校
を
臨
時
休
業

　
　
　

市
公
共
施
設
を
臨
時
休
館

４
日　

緊
急
事
態
宣
言
５
月
31
日
ま
で

延
長

　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
専
門
家
会
議

か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

を
想
定
し
た
「
新
し
い
生
活
様

式
」
の
実
践
例
が
示
さ
れ
る

14
日　

緊
急
事
態
宣
言
39
県
で
解
除
、

８
都
道
府
県
は
継
続

19
日　

市
が
特
別
定
額
給
付
金
申
請
書

を
全
世
帯
に
向
け
て
郵
送

25
日　

緊
急
事
態
宣
言
を
全
解
除　

　
　
　

市
内
小
・
中
学
校
半
日
再
開

１
日　

市
内
小
・
中
学
校
完
全
再
開

　
　
　

市
公
共
施
設
開
館
（
一
部
施
設

は
５
月
25
日
〜
順
次
開
館
）

８
日　

市
が
余
剰
マ
ス
ク
提
供
の
受
付
開

始
（
な
ば
り
愛
の
マ
ス
ク
バ
ン
ク

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
７
月
末
ま
で
）

12
日　

国
の
２
次
補
正
予
算
（
31
・

９
兆
円
）
成
立

13
日　

な
ば
り
観
光
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
第
１
弾
ス
タ
ー
ト

１
日　

市
内
の
取
扱
店
で
使
え
る
プ
レ

ミ
ア
ム
食
事
券
利
用
開
始

８
日　

な
ば
り
観
光
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
第
２
弾
ス
タ
ー
ト

15
日　

市
内
で
感
染
者
（
７
月
と
８
月

で
計
７
例
の
感
染
を
確
認
）

３
日　

県
が
緊
急
警
戒
宣
言

７
日　

国
内
で
１
日
の
感
染
者
確
認
数

１
６
０
５
人
と
過
去
最
多

20
日　

市
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
開
設

31
日　

県
が
緊
急
警
戒
宣
言
を
解
除

19
日　

市
が
、
イ
ベ
ン
ト
や
会
合
な
ど

の
基
準
（
人
数
上
限
・
収
容
率

な
ど
）
を
緩
和

新型コロナウイルス感染拡大と主な動き（全国的な動きは太字）
令和2年2月3月6月 １月8月9月 そ

の
時
、
何
が
起
こ
っ
て
い
た
の
か

「おやつを食べ終わったらマスクをしようね」と指導員。「おやつを食べ終わったらマスクをしようね」と指導員。
机の配置を変えて対面を避けるなど、感染防止を徹底机の配置を変えて対面を避けるなど、感染防止を徹底

一人ひとりと顔が見える関係を築きながら、困難な事例一人ひとりと顔が見える関係を築きながら、困難な事例
があれば、まちの保健室などにつなげて対応していくがあれば、まちの保健室などにつなげて対応していく

材料の調達から縫製、配布にいたるまで、マスク材料の調達から縫製、配布にいたるまで、マスク
づくりの輪が地域に広まっていった。づくりの輪が地域に広まっていった。

◎ 

基
準
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

令和 2年 9月 29日現在

7 月 5月 4月

普
段
か
ら
見
守
っ
て
い
る
人
が
い
る
。

そ
の
つ
な
が
り
を
途
絶
え
さ
せ
な
い

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
に
食
料
品
を

配
布
。
支
援
の
つ
な
が
り
に
感
謝

学
校
休
業
時
の
ク
ラ
ブ
運
営
に
は
、

地
域
の
つ
な
が
り
が
生
か
さ
れ
た

「
今
こ
そ
、
地
域
の
た
め
に
」
と
、

地
域
に
広
が
っ
た
マ
ス
ク
づ
く
り

藤
村
藤
村  

純純す
み
こ

す
み
こ子子

さ
ん
さ
ん

無料で食事が提供されるこども食堂。温かい雰囲気の中、無料で食事が提供されるこども食堂。温かい雰囲気の中、
ボランティアなどと触れ合い、心を育む場にもなっているボランティアなどと触れ合い、心を育む場にもなっている

特
集

寄贈品は市ホームペー
ジに掲載しています。

▶「いま、自分たちができる
ことを」と、市民や事業所、
地域、各種団体の皆さんか
ら、数多くの「善意」をお
寄せいただいています。
▶感染拡大の収束を願って寄
贈された虎のタペストリー
や銅板が、市役所の来庁者
を力強く見守っています。
▶「ひやわん」が、マスク着
用などを訴えるハンカチや
ポスターを保育園などに配
布。子どもたちも大喜び。
▶「なばり愛のマスクバンク
プロジェクト」で皆さんか
ら寄せられた余剰マスクは
実に 3,101 枚。名張青年会
議所からも、皆さんから寄
せられた 170枚のマスクを
お預かりしました。
▶市立病院のスタッフに心温
まる夜食をいただいたり、
救急車に設置するオゾン発
生装置を寄贈いただいたり
と、医療関係者へも多くの
支援をいただきました。
▶マスクや消毒液、フェイス
シールドなど、ここに掲載
しきれない数多くの寄贈品
は、市立病院などの医療機
関、福祉施設、教育機関な
どで大切に使わせていただ
いています。ありがとうご
ざいます！

寄せられた 数多くの「善意」



１
月
頃
は
、
ま
だ
他
人
事
の
よ
う

に
思
っ
て
た
よ
」
と
話
す
の
は

青
蓮
寺
湖
ぶ
ど
う
組
合
の
栢か

や
も
と本
さ
ん
。

１
月
５
日
に
「
い
ち
ご
狩
り
」
を
開
園

し
た
も
の
の
、
２
月
頃
か
ら
団
体
客
か

ら
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
、
４
月
上

旬
、
自
主
的
に
休
園
。
ぶ
ど
う
組
合
設

立
50
周
年
を
記
念
し
た
式
典
も
延
期
す

る
こ
と
に
。
そ
の
頃
、
祖
父
の
代
か
ら

続
く
ぶ
ど
う
栽
培
に
、
今
年
か
ら
本
格

的
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
雪
岡
さ
ん

も
、「
ぶ
ど
う
狩
り
の
お
客
さ
ん
は
確

実
に
減
る
だ
ろ
う
か
ら
、
今
年
は
、
素

晴
ら
し
い
ぶ
ど
う
を
作
れ
る
よ
う
に
専

念
し
よ
う
」
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

状
況
が
動
い
た
の

は
、
緊
急
事
態

宣
言
が
解
除
さ
れ
た

５
月
下
旬
。
県
か
ら

感
染
対
策
を
行
い
な

が
ら
経
済
活
動
を
実

施
す
る
場
合
の
考
え

方
が
示
さ
れ
、
ぶ
ど

う
組
合
で
も
独
自
の

感
染
対
策
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
作
成
す
る
こ

と
を
決
め
ま
す
。
栢

本
さ
ん
は
、「
ぶ
ど
う

を
作
っ
て
も
流
通
経

路
が
な
く
、
不
安
も

あ
り
ま
し
た
が
、
手

洗
い
、
は
さ
み
や
ざ

る
の
消
毒
、
客
が
密

集
し
な
い
動
線
、
注
意
喚
起

看
板
の
設
置
な
ど
、
感
染
防

止
対
策
に
つ
い
て
オ
ー
プ
ン

直
前
ま
で
、
組
合
員
全
員
で

何
度
も
話
し
合
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
お
客
さ
ん
か
ら
も

組
合
員
か
ら
も
絶
対
に
感
染

者
を
出
さ
な
い
と
い
う
強
い

思
い
を
組
合
員
が
共
有
し
、

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
し
た
」
と
当
時
を
振

り
返
り
ま
す
。

組
合
員
の
努
力
や
家
族
ぐ

る
み
の
支
え
の
甲
斐
も

あ
っ
て
、
７
月
20
日
、
無
事

に
「
ぶ
ど
う
狩
り
」
が
オ
ー
プ
ン
。
今

年
は
、梅
雨
入
り
の
前
に
晴
天
が
続
き
、

ぶ
ど
う
が
大
き
く
実
り
ま
し
た
。
県
外

へ
の
移
動
が
控
え
ら
れ
た
こ
と
や
、
市

の
観
光
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
利
用
料

金
が
割
引
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
県

内
、
そ
し
て
市
内
か
ら
も
家
族
連
れ
な

ど
が
多
く
訪
れ
、８
月
の
入
園
者
数
は
、

前
年
同
月
比
45
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

観
光
ぶ
ど
う
園
に
は
、
お
客
さ
ん

と
の
出
会
い
が
あ
る
。
直
接『
お

い
し
い
』
と
言
っ
て
も
ら
え
る
の
が
、

何
よ
り
の
報
酬
な
ん
で
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

私
た
ち
の
ぶ
ど
う
作
り
へ
の
思
い
に
触

れ
、
お
越
し
い
た
だ
く
人
も
増
え
て
き

ま
し
た
。
お
客
さ
ん
に
食
べ
て
も
ら
っ

て
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
念
頭
に
、
祖

父
や
父
が
つ
な
い
で
き
た
農
園
で
最
高

の
ぶ
ど
う
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
雪

岡
さ
ん
。
観
光
ぶ
ど
う
狩
り
が
始
ま
っ

て
半
世
紀
。
ぶ
ど
う
作
り
に
か
け
る
農

家
の
情
熱
は
、
次
の
世
代
へ
と
し
っ
か

り
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

７
年
前
、
私
の
経

営
す
る
飲
食
店

が
火
事
に
な
り
、
近

隣
の
カ
フ
ェ
仲
間
や

取
引
先
、
お
客
さ
ん

な
ど
い
ろ
ん
な
人
に
、

営
業
復
帰
に
向
け
て

助
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
、
そ
の
恩

返
し
が
で
き
る
と
き
」

と
話
す
の
は
、
名
張

商
工
会
議
所
青
年
部

会
長
の
玖く

む
ら村
さ
ん
。

自
身
の
経
営
す
る
飲

食
店
で
も
、
外
出
自

粛
の
影
響
で
３
月
は

売
上
が
半
減
。
４
月

は
２
割
以
下
に
落
ち

込
ん
だ
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
弁
当
販
売
を
ス
タ
ー
ト
。
売

上
も
好
調
だ
っ
た
た
め
、
他
店
に
も
声

を
か
け
た
玖
村
さ
ん
。
看
板
料
理
を
組

み
合
わ
せ
た
弁
当
を
作
っ
た
り
、
弁
当

を
共
同
販
売
し
た
り
し
て
、
集
客
力
を

高
め
て
い
き
ま
し
た
。
玖
村

さ
ん
は
「
飲
食
店
を
応
援
し

よ
う
と
、
お
客
さ
ん
が
毎
日

通
っ
て
く
れ
る
ん
で
す
。
す

ご
く
あ
り
が
た
か
っ
た
。
そ

れ
に
、
同
じ
状
況
に
置
か
れ

て
い
る
者
同
士
が
つ
な
が
る

こ
と
で
、
心
強
く
感
じ
た
も

の
で
す
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

夏
に
な
れ
ば
衛
生
上
、

弁
当
販
売
が
難
し
く

な
り
、
出
前
は
人
手
も
必
要
。

そ
う
考
え
て
い
た
玖
村
さ
ん

は
、
市
内
飲
食
店
の
出
前
を

代
行
で
き
る
仕
組
み
を
検
討
し
始
め
ま

す
。
し
か
し
、
保
健
や
運
輸
関
係
の
規

制
は
厳
し
く
、
事
業
化
の
糸
口
が
見
つ

か
り
ま
せ
ん
。「
弁
当
販
売
が
で
き
な

く
な
る
と
、
み
ん
な
途
方
に
暮
れ
て
し

ま
う
。
ピ
ン
チ
は
ク
イ
ズ
。
必
ず
答
え

に
た
ど
り
着
け
る
と
信
じ
て
模
索
し
続

け
ま
し
た
」と
玖
村
さ
ん
。
そ
ん
な
時
、

弁
当
販
売
で
つ
な
が
っ
た
仲
間
か
ら
、

新
聞
販
売
店
に
出
前
代
行
を
頼
ん
で
み

て
は
ど
う
か
と
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

自
身
の
お
店
が
大
変
な
時
に
も
関

わ
ら
ず
、
市
内
飲
食
店
の
危
機

を
救
い
た
い
と
、
目
の
前
で
頭
を
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。
新
聞
販
売
店
に
は
バ

イ
ク
や
車
が
そ
ろ
っ
て
い
て
事
業
を
始

め
や
す
い
。
た
だ
、
そ
れ
よ
り
も
、
玖

村
さ
ん
の
責
任
感
や
男
気
に
感
じ
入
っ

て
、
そ
の
場
で
引
き
受
け
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
ん
で
す
」
と
話
す
の
は
、
新
聞

販
売
店
の
伊い

し
ゅ
う集
さ
ん
。
こ
の
や
り
取
り

か
ら
３
カ
月
後
の
８
月
に
、
登
録
飲
食

店
の
出
前
メ
ニ
ュ
ー
を
配
達
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
。
伊
集
さ
ん
は
、「
困
っ

て
い
る
飲
食
店
の
た
め
に
も
、
で
き
る

だ
け
早
く
始
め
た
か
っ
た
。
そ
れ
に
、

外
出
困
難
な
高
齢
者
や
身
体
障
害
者
か

ら
の
注
文
も
多
く
、
と
て
も
喜
ん
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

実
は
、
二
人
と
も
移
住
者
で
、「
名

張
の
人
に
は
、
と
に
か
く
温
か

く
受
け
入
れ
て
も
ら
っ
た
。
だ
か
ら
、

名
張
が
大
好
き
だ
し
、
名
張
の
発
展
に

尽
く
し
た
い
」
と
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。

「
接
点
の
な
か
っ
た
人
た
ち
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
助
け
合
い
、
つ
な
が
れ
た
。
今

後
も
こ
の
つ
な
が
り
が
生
き
て
く
る
は

ず
」
と
玖
村
さ
ん
。
名
張
へ
の
熱
い
思

い
が
つ
な
が
る
こ
と
で
、
苦
境
打
開
の

扉
が
少
し
ず
つ
開
か
れ
て
い
ま
す
。

2020 年（令和 2年）10月 10日号　45　2020年（令和 2年）10月 10日号

思
い
を
つ
な
い
で
、明
日
へ
。

　

外
出
自
粛
を
背
景
に
、
市
や
商
工
会
議
所
に
は
、
飲
食
や
観
光
関
連
の
事

業
者
な
ど
か
ら
「
事
業
が
成
り
立
た
な
い
」
と
い
っ
た
悲
痛
な
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
人
の
思
い
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
、
苦
境
の
先

に
あ
る
未
来
に
向
け
て
歩
み
を
進
め
て
い
る
事
業
者
が
い
ま
す
。

   地域経済回復や感染拡大防止に関する市の対応は、広報なばり 9‐2号をご覧ください（市ＨＰにも掲載）。
　【9‐2号への読者の声】 ▼今後も対策の効果を検証していってほしい　▼感染防止と経済対策の両立は難しい問題

コロナ収束後に向けて取り組ん
でいるのは、人と人がつながる
地域にするための仕掛けづくり
（一社）滝川Ｙ

ヨ リ ア イ

ＯＲＩＡＩ代表理事　重森  洋志さん

「

絶対に感染者を出さない！そんな
強い思いで、組合員が一丸に。
ぶどう作りへの情熱は途切れない
青蓮寺湖ぶどう組合  栢

かや も と

本 健司さん（組合長／写真左）
　　　　　　　　　雪岡 理

まさ み ち

道さん（写真右）

外出自粛の影響で経営が悪化。
名張への熱い思いで、異業種が
つながり、苦境打開の扉を開く
　名張商工会議所青年部会長　玖

く む ら

村  健史さん（写真右）
新聞販売店 代表取締役　伊

いしゅう

集  基之さん（写真左）

▶

人
が
集
え
る
拠
点
と
し
て
、
赤
目

四
十
八
滝
キ
ャ
ン
プ
場
を
活
用

し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
の
は
、
赤
目

四
十
八
滝
キ
ャ
ン
プ
場
の
（
一
社
）
滝

川
Ｙヨ

リ

ア

イ

Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｉ
の
重
森
さ
ん
。
４
月

に
休
業
し
、
施
設
補
修
な
ど
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
再
開
は
６
月
。
新
築
し
た

バ
ン
ガ
ロ
ー
と
場
内
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
を
活

用
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
応
援
プ
ラ
ン
を
考

案
。「
こ
の
プ
ラ
ン
に
よ
り
、
新
し
く

な
っ
た
キ
ャ
ン
プ
場
を
、
市
民
の
皆
さ

ん
も
含
め
て
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て

も
ら
え
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
、
で

き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
」
と
重
森

さ
ん
。
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
収
束
後
に
向

け
て
新
た
に
企
画
し
た
の
が
、「
大
学

生
４
人
が
１
週
間
キ
ャ
ン
プ
場
に
住
み

込
み
、
錦
生
・
赤
目
地
域
の
魅
力
を
再

発
見
す
る
」
と
い
う
試
み
で
し
た
。

地
元
の
自
然
や
歴
史
に
精
通
し
た

「
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の

協
力
で
、
大
学
生
は
、
赤
目
四
十
八
滝

や
寺
社
仏
閣
な
ど
を
見
て
回
り
、
農
林

業
従
事
者
、
移
住
者
、
料
理
人
な
ど
、

地
元
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
話
に
耳
を
傾

け
ま
し
た
。
大
阪
や
兵
庫
出
身
の
彼
女

た
ち
は
、
立
派
な
空
き
家
が
数
多
く
あ

る
こ
と
に
驚
き
、「
新
米
や
特
産
品
の

販
売
拠
点
に
で
き
な
い
か
」「
観
光
客

現在、登録飲食店は 11店舗。前日までに電話やネットで出
前を注文（市内の一部エリア外）。外出困難な人にも好評だ

近隣の観光地を訪れる「マイクロツーリズム」が注目される
中、今年は、初めて来園したという市民の姿も多く見られた

密集を避けるため、手洗い場を増設したぶどう園

市内 8店舗が弁当を共同販売し、評判に（5月）

が
地
元
の
皆
さ
ん
と
触
れ
合
え
る
場

に
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を

提
案
。
重
森
さ
ん
は
「
行
政
の
補
助

頼
み
で
は
な
く
、
地
域
資
源
を
生
か

し
て
収
益
を
上
げ
な
が
ら
、
持
続
可

能
な
活
性
化
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
。

そ
ん
な
課
題
を
投
げ
か
け
て
く
れ
た
」

と
真
剣
な
面
持
ち
で
話
し
ま
す
。

今
回
の
企
画
は
、
運
営
当
初
か
ら

何
か
と
支
援
い
た
だ
い
て
い
る

地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
こ

そ
」
と
重
森
さ
ん
。
赤
目
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
会
長
の
亀
本
和
丈
さ
ん
は
「
地

元
の
若
い
世
代
が
頑
張
っ
て
く
れ
て
い

る
の
で
心
強
い
。
世
代
間
で
地
域
活
性

化
へ
の
思
い
を
共
有
し
な
が
ら
、
で
き

る
だ
け
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
す
。「
今
後
、
大
学
と

も
連
携
し
て
事
業
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
で
、
地
域
課
題
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

は
も
ち
ろ
ん
、
観
光
客
や
移
住
者
を
は

じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
人
を
よ
り
柔
軟
に
受

け
入
れ
て
い
け
る
地
域
に
し
て
い
き
た

い
。
新
し
い
つ
な
が
り
が
、
地
域
活
性

化
に
向
け
た
化
学
反
応
に
結
び
付
く
は

ず
」
と
重
森
さ
ん
。
地
域
内
外
、
老
若

男
女
で
つ
な
が
り
な
が
ら
、
明
日
を
見

据
え
た
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

昨年 4月に、赤目四十八滝キャンプ場を公
設民営化。以来、地元の青年有志でつくる
（一社）滝川ＹＯＲＩＡＩが管理運営を担う。
移住希望者と地元住民が集える催し（左写
真）が開催されるなど、「人が集える拠点」
としてさまざまな取組が展開されている。

キャンプ場に住み込み、地域の魅力発見を試みた大学生（前列中央の女性４人）の発表会に
地元の皆さんや移住定住を進めるメンバー、市職員などが集まった（9月）。

←

←

「

「

「

「

「
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コ
ロ
ナ
を
超
え
て
、
つ
な
が
る
ま
ち
へ
。



つ
な
が
り
、
支
え
合
え
る

「
地
域
共
生
社
会
」
を
一
歩
前
へ
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５
月
に
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ

れ
、
い
ち
早
く
活
動
が
再
開
さ
れ
た
蔵

持
地
域
の
ラ
ジ
オ
体
操
。
蔵
持
地
区
ま

ち
の
保
健
室
と
蔵
持
市
民
セ
ン
タ
ー
が

共
催
し
、
週
に
３
回
、
15
人
ほ
ど
が
集

ま
り
ま
す
。「
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

要
望
も
あ
っ
た
の
で
、
感
染
防
止
対
策

を
徹
底
し
て
再
開
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
皆
さ
ん
生
き
生
き
し
て
い
ま
す

よ
」
と
、
ま
ち
の
保
健
室
の
村
上
理
恵

さ
ん
。
い
つ
も
ラ
ジ
オ
体
操
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
小
山
美
惠
子
さ
ん
は
「
屋

外
な
の
で
、
な
ん
と
か
再
開
で
き
な
い

か
と
ま
ち
の
保
健
室
に
相
談
し
た
ん
で

す
。
急
に
、
集
ま
れ
な
く
な
っ
て
、
心

細
く
な
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
。こ
こ
は
、

み
ん
な
と
顔
を
合
わ
せ
て
ほ
っ
と
で
き

る
場
所
。
心
の
拠
り
所
に
な
っ
て
い
る

ん
で
し
ょ
う
ね
」
と
話
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
立
ち
向
か
い
、
取
り
戻

そ
う
と
し
て
い
る
「
日
常
」
は
、
人
と

人
の
「
つ
な
が
り
」
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
日
々
築
き
上
げ
て
き
た
「
か
け
が

え
の
な
い
日
常
」に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、「
支
え
手
」「
受
け
手
」
と

い
う
関
係
を
超
え
て
、人
が
つ
な
が
り
、

互
い
に
支
え
合
う
「
地
域
共
生
社
会
」

の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
子
育
て
支
援
、
介
護
予
防
、
生

活
援
助
、
防
災
・
防
犯
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
の
「
住
民
自
ら
が
考
え
、
自

ら
行
う
」
取
組
は
、
昨
年
12
月
に
市
内

を
視
察
し
た
Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）

か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
も
、地
域
で
築
か
れ
て
き
た「
つ

な
が
り
」
が
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
全
国
で
、
感
染
者
や
そ
の
家

族
な
ど
が
疎
外
さ
れ
、
差
別
や
誹ひ

ぼ
う謗

中

傷
を
受
け
る
事
態
も
起
き
て
い
ま
す
。

誰
も
が
い
つ
感
染
す
る
か
も
し
れ
な
い

状
況
の
中
、互
い
を
思
い
や
り
な
が
ら
、

感
染
防
止
に
取
り
組
み
、
ウ
イ
ル
ス
を

封
じ
込
め
て
い
く
。
そ
し
て
、
も
し
、

自
分
が
感
染
し
て
も
、
温
か
く
見
守
ら

れ
な
が
ら
、
治
療
に
専
念
で
き
る
―
。

そ
ん
な
社
会
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
じ
よ
う
に
、
い
ず
れ
自
分
が
認
知

症
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、突
然
、

身
体
が
不
自
由
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
地
域
住
民
が
つ
な
が
り
な
が
ら
、

困
っ
た
と
き
に
は
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ

る
ま
ち
を
築
い
て
い
く
こ
と
は
、
誰
に

と
っ
て
も
必
要
な
こ
と
な
の
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
長
期
化
し
て
い
ま
す

が
、
感
染
者
を
疎
外
し
た
り
、「
つ
な

が
り
」
と
い
う
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
途
絶

え
さ
せ
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、「
つ

な
が
る
」
こ
と
の
大
切
さ
を
見
つ
め
直

し
、
私
た
ち
が
築
い
て
き
た
「
地
域
共

生
社
会
」
を
、
さ
ら
に
一
歩
前
へ
と
進

め
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

蔵持地区のまちの保健室前で開催
されているラジオ体操。体温測定
や参加者名簿作成など感染防止対
策も徹底。隣接する保育園の園児
が出席印を押したり、井戸端会議
が始まったりと、地域の人の笑顔
があふれる場となっている。

同志社大学 社会学部 教授

地域で、だれもが安心して暮らしていくことを目指す
「地域福祉」の原点は、人と人が顔を合わせてつながり、
支え合うこと。人は人との関係の中でこそ生きていける
のです。コロナ禍でその「つながり」が否定されること
は、想定外の出来事でした。それに、新型コロナウイル
ス感染症は、当初、影響力や対処方法など、未知の部分
が大きく、恐怖が前面に出て、他人をおもんばかること
が難しい状況だったかと思います。
　　　　　◆　　　　　◆　　　　　◆
感染拡大に伴い、全国的に地域の活動は大きく縮小し
ました。しかし、全ての人が当事者ですから、災害時の
ように一致団結しやすく、「自分ごと」として、その不
安や困りごとを共有しやすい状況だとも言えます。感染
予防を前提とした「新しい生活様式」が示され、緊急事
態宣言が解除される中、地域で助け合い支え合う活動は、
徐々に再開されています。　

こうした中、名張市では２つの強みを発揮できたので
はないかと感じています。一つは、孤立したり、スト
レスを抱えたりした人が身近に相談できる場所があるこ
と。そしてもう一つは、専門職と地域の人がともに地域
づくりを行ってきた素地があるということ。つながりの
中で、地域の人の力が生かされています。
　　　　　◆　　　　　◆　　　　　◆
その一方で、普段から地域とつながりがなかった人
や、困っていると声を出せないでいる人は、コロナ禍の
中、ますます孤立してしまっているはず。これまで続け
てきた地域の行事や活動を、「コロナ禍だから」と、安
易に中止してしまうのではなく、感染防止対策をしなが
ら、何か工夫できないか、状況に応じて取り組めないか
を改めて考えてみてください。新型コロナウイルスを正
しく恐れながら、「地域福祉」の歩みを止めないー。今は、
そんなステージに入っているのだと思います。

今
日
も
誰
か
と
つ
な
が
っ
て
る

ががが
んんん ろろろろうう
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コ
ロ
ナ
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コ
ロ
ナ
禍
に
立
ち
向
か
い
、
取
り
戻

そ
う
と
し
て
い
る
「
日
常
」
と
は
ー

永田 祐 さん

 

普
段
か
ら
の

つ
な
が
り
大
切
に

普
段
か
ら
の

つ
な
が
り
大
切
に

　まちの保健室は、地域の皆さんと
連携し、一人ひとりと顔の見える信
頼関係を築いていこうとしています。
普段の様子が分かると、予防的な支
援も可能となります。
　外出自粛時、まちの保健室には、電
話などで「感染が不安」「心細い」といっ
た相談が寄せられました。何かあった
時、人と話をすることで心が楽になる
ことがあります。見守りが必要な人も
そうでない人も、普段から地域でのつ
ながりを大切にしてください。近隣で
頼る人がいない人も、まずはあなたの

地域の「まちの保健室」に
ご相談ください。

名張市などをフィールドに地域福祉
や包括的な支援体制について研究。
名張市地域福祉計画策定委員会会長

地域包括支援センター  上田 紀子

桔
梗
が
丘
地
区

桔
梗
が
丘
地
区

ま
ち
の
保
健
室
職
員

ま
ち
の
保
健
室
職
員

【市民活動における感染防止の基本的な考え方（市ガイドライン）】　詳しくは、市ホームページに掲載しています。
　①発熱者などの施設への入場防止、参加者名簿の作成　② 密閉・密集・密接の防止、マスク着用　 ③手洗い、手指消毒の徹底　

人は人との関係の中でこそ生きていける。コロナを正しく恐れながら、前進しよう


